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自由に転籍できない
＝奴隷労働
→実習制度廃止論

⇚突然入ってきた
在留資格取り消し法案



実習制度｢廃止｣→｢改正｣
育成就労制度に

目的を労働力確保に



外国人労働者
受入れ倍増
特定技能34万人→82万人
さらに受入れ分野も拡大



技能実習「改正」法のポイント
★（名称変更）技能実習（国際貢献）→育成就労(労働力確保）
（削除）技能実習は、労働力の需給の調整の手段として行われてはならない。
→外国人の育成就労の適正な実施及び育成就労外国人の保護に関する法律

★（新設）育成就労外国人による育成就労実施者の変更の希望の申出等

★団体監理型技能実習を行わせることが困難になったとき
→(新設）育成就労実施者の全員が共同して行わなければならない。
(新設）機構が直接「職業紹介その他の援助を行うこと」が可能に

★ (監理団体の適正化）
(追加）監査を公正かつ適正に遂行することができる知識又は経験を有するもの

★第49条 育成就労外国人の保護は継続。申告権は維持

※技能実習の問題点については全く触れず大半は分野別運用方針（新設）で



問題点は大半が残され「付帯決議」に

賃金をはじめとする待遇や職場環境の改善

人権侵害の実態や外国人失踪者に関する状況の把握

現実的に転籍が可能なものとなるよう

監理支援機関の独立性・中立性の確保

高額な手数料

(入管庁び厚労省の）必要な人的・物的体制の整備



賃金、職場環境の改善
↑ビデオには
5/27:22：02
まだ作業中

タイムカードは
5/27 17：35終業
自動車座席シー
ト縫製工場

岐阜県瑞穂市で
残業代を請求し
て解雇され、エア
コンも洗濯機もな
い部屋に女性4
人が2カ月。

監理団体には寮
の最低基準が適
用されない



人権侵害と失踪者の状況
未だに外国人差別をする受
入れ経営者がいる
失踪者の半数は建設業。全
体の２倍の失踪率。多いの
は暴言・暴力。わかっている
のに何もしない国交省



態度が悪い、些細なミスで罰金、
解雇、強制帰国。機構に相談し
ても移籍に何カ月もかかる、そ
の間の生活費が払えない

「やむを得ない事由」があっ
ても移籍先が見つからず
強制帰国になっている

検品・納品後に不良品30個
15万円の罰金か帰国



悪質な監理団体が野放し
○非営利のはずの監理団体が2億
円の所得隠し→

○自動車座席シート試験機関・
監理団体が一体で業界支配
○同住所に10事業所登記



相次ぐ申告不受理
人的体制の確保はどこまで

SNS電話は
使えない

写真も動画も送れない



JP-MIRAI（責任ある外国人労働者受入れプラットフォーム）
スタディツアー
ベトナム
ミャンマー



おなじ人間として
友達に


